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根浜海岸砂浜再生懇談会（第1回～第３回） 意見まとめ

宝来館

夫婦岩

箱崎フィッシャリーナ

クロマツ林

従前の海水浴の利用実態等から
最低限再生してほしい範囲

（宝来館～フィッシャリーナ緑地）

海水浴の面では砂幅は
現状の倍程度欲しい

緑地と砂浜がつながれば
移動でき、利用面で便利

利用面を考慮した
砂浜再生として欲しい

延長より幅を確保して欲しい
夫婦岩付近まで砂浜があれ
ば、この付近を環境教育にも

利用できる

この位置なら砂が安定しそう

早く砂浜を再生して欲しい
とはいえ地域の人々の生活が優先

一部でも、ラグビーW杯釜石大会TMまでに。
時間軸を意識して進めてほしい

再生する場合は自然環境を理解して進める

欲張らないで範囲を設定すべき

現地と同質の砂
を使って欲しい

雲母、砂鉄の含有・・・根浜特
有の砂。地域の物語を語れる

背後の松林の再生も
お願いしたい

防潮堤防潮堤

回復過程を観察するという活かし方もある

砂浜以外にも、貝など海の生物なども
観光資源になる

無理に砂浜を再生せず、
自然に任せる方が良い

松林が環境学習に有効

捨石にヨットがぶつかると船体
が壊れる。砂浜になれば良い

かつては斜路の底が砂で、
ヨットを出し入れしていた

100m

緑地側の再生が優先

河口付近まで砂浜を再生して欲しい
（夫婦岩～フィッシャリーナ緑地）

まずは試験的に砂を投入し
段階的に進めてはどうか

子供たちが再び海に親しめるように
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青字：第3回懇談会意見

工事影響で貝毒が出ないか心配。
プランクトン調査を実施して欲しい。

現地の石は片付けてから
砂を入れて欲しい

安心安全に活用できる
環境にして欲しい

色や粒に配慮し、
根浜海岸らしい再生を
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箱崎フィッシャリーナ

片岸漁港

室浜漁港

導流堤

防潮堤
片岸川

鵜住居川 鵜住居川水門（建設中）

根浜海岸の砂が流出しないよう
構造物が必要ではないか

鵜住居川の河口閉塞
も考える必要がある

片岸川の河口閉塞も
考える必要がある

震災前のような
砂浜の再生が理想

難しければ
段階的な再生でも

かつて旧河道が水鳥の
宝庫となっていた

かつて１２３種の野鳥が
観察できた

河口閉塞すればアユ、
サケ遡上に影響

砂が使えないか
（片岸海岸）
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砂が使えないか
（導流堤北側）

砂が使えないか
（鵜住居川河口～上流）

浚渫砂を砂浜再生に
利用しては

かつて１２～１３種のトン
ボが見られた

景観にも配慮して欲しい

根浜海岸砂浜再生懇談会（第1回～第３回） 意見まとめ

自然再生した砂浜はでき
れば残すのが望ましい

ヨット利用の点では構造物
は無い方がよい

箱崎漁港

ヨシや流木等を選別してか
ら砂を使用して欲しい

青字：第3回懇談会 追加意見

充分に調査して、突堤は
安定な構造にして欲しい
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